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１．学習内容と目標

２．使用教材

３．レポート

回数

1

2

3

4

5

6

４．学習の進め方について

５．評価について

６．スクーリング

時間
2

テキストを参考に一問一問丁寧に中学校までの国語の内容を復習する。

分からない漢字や語句については丁寧に辞書で確認する。

　評価は、試験成績と平常点を以下の観点をもとに総合して１００点法で行い、３０点以上を合格とする。

【知識・技能】

中学校までの国語学習の内容を理解しているとともに、関連する知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

漢字や語句を理解し、現代文、古文、漢文の三分野における文章を読み解く力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む姿勢】

分からない言葉や漢字について自ら調べ、学習に対して主体的に取り組む態度を身に付けている。
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ことわざ

１　中学校までの国語の学習内容の復習と確認を丁寧に行い、高校国語へスムーズに移行できるように準備をする。

２　確かなことばの力を身に付けるために基礎問題と練習問題に多数取り組む。

３　分からない言葉や漢字については進んで辞書で調べる習慣をつける。

内容

漢字と語句

主語・述語

熟字訓

漢字と語句②

漢字と語句③

ラスパ　ラーニング・スパイラル　ベーシック３２　（東京書籍）


